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  〔 OAP要旨〕

ラット股関節nerve growth factor投与モデルにおける
炎症性サイトカイン及び疼痛行動評価
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　【目的】股関節の痛みは不明な点が多い。本研究の目的は，ラット股関節nerve growth factor投
与モデルにおける炎症性サイトカイン及び疼痛行動を明らかにすることである。
　【方法】 8週齢雄性SDラット（n＝36）の左股関節に生食30μlを注入したsham群，FG＋NGF
（50μg/㎖，30μl）を投与したNGF 50群，FG＋NGF（100μg/㎖，30μl）を投与したNGF 100群
の 3群（各群n＝12）を作成した。実験 1として投与 7日目，14日目（各群n＝ 6）にCatWalkⓇ

（Noldus社製）を用いて歩行解析を行った。実験 2として投与 7日目，14日目に左股関節から滑膜
および軟骨を摘出し，炎症性サイトカインであるTNF-α，IL-1β，IL-6をELISA法により定量した。
　【結果】実験 1 : 歩行解析によりsham群に比してNGF 50群，NGF 100群で疼痛逃避行動が引き
起こされた（P＜0.05）。実験 2 : ELISAでは滑膜において炎症性サイトカインはNGF濃度依存性
に上昇を認めた。
　【結論】NGF投与により滑膜の炎症が惹起され，炎症性サイトカインが上昇し，支配感覚神経で
の炎症性疼痛ペプチドの発現が上昇し，疼痛逃避行動が引き起こされたことから，NGFが股関節
の疼痛発現機序に深く関与することが示唆された。
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